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気体冷却研削の加⼯特性--光カプラ型2⾊温度計による温度特性の検討
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Research Abstract

本研究では、研削加⼯における気体冷却効果の有効性を検討することにある。本年度は、気体冷却研削の装置と光カプラ型⼆⾊温度計を作製し、光ファイバカプラ
を利⽤した⼆⾊温度計を⽤いて砥⽯砥粒切れ刃と加⼯物の温度測定を⾏った。 
装置はコンプレッサ、エアフィルタ、エアドライア、熱交換機から成っており、コンプレッサで圧縮された空気はエウフィルタで微細なゴミを除去した後、エアド

All

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Encouragement%20of%20Young%20Scientists%20%28A%29
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Engineering/Mechanical%20engineering/%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E5%B7%A5%E4%BD%9C%E3%83%BB%E7%94%9F%E7%94%A3%E5%B7%A5%E5%AD%A6
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-06855017/?lid=50242532&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 1994-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (1 results)

1994 Annual Research Report

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-06855017/

ライアで乾燥され、熱交換機で冷却される。また、装置には流路に流量計を取り付けている。 
熱交換機は断熱容器に満たした液体窒素の中に銅管を設置したもので、この管中に空気を通して冷却する。 
⼆⾊温度計は、光ファイバカプラと⼆種類の感度の異なる光電変換素⼦から成り、微⼩な熱源の⾼速な温度変化を測定し得る。 
同装置を⽤いて得られる冷却空気は、流量3000N1/hで約-80℃であった。 
鋼材(S55C)を加⼯物とし、切込み量10μmで研削加⼯を⾏い、切れ刃温度を測定した結果、切れ刃の温度分布は乾式の研削の場合に⽐べて、全体的に約100℃低く
なった。また、観測される切れ刃数も少なくなることが確認された。 
同様の実験における加⼯物の温度測定結果は、乾式・気体冷却両⽅式で約50℃の温度差を⽣じた。 
現在は、得られた結果から冷却気体の流量がより⼤きい実験下で条件を⾏っている。また今後、熱解析を⾏い、実験結果と⽐較検討する。

https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-06855017/068550171994jisseki/

